
第１２節  特 別 活 動 

第１ 本資料の活用について 

１ 作成の基本的な考え方 

 本資料は、改訂された中学校学習指導要領の特別活動の目標及び各活動、学校行事の目標の実現

を目指した指導計画及び評価計画作成のための資料となるように作成したものである。そのために、

学習指導要領及び埼玉県中学校教育課程編成要領の趣旨を踏まえて具現化するように努めた。 

 作成に当たっては、具体的な事例を取り上げながら、特別活動における重要な三つの視点や育成

を目指す資質・能力を踏まえた指導の在り方や評価方法、評価規準例を示した。 

 

２ 取り上げた内容 

第１ 本資料の活用について 

第２ 特別活動における指導と評価 

 １ 育成を目指す資質・能力の三つの柱について 

 ２ 主体的・対話的で深い学びについて 

 ３ 観点別学習状況の評価の観点について 

  ⑴ 特別活動における評価の考え方、留意点及 

   び方法 

  ⑵ 特別活動の「評価の観点」とその趣旨、並 

   びに「内容のまとまりごとの評価規準」作成 

   の基本的な考え方 

第３ 各活動・学校行事の指導と評価の計画及び改善 

 １ 学級活動⑴の指導と評価 

 ２ 学級活動⑵、学級活動⑶の指導と評価 

 ３ 生徒会活動の指導と評価 

 ４ 学校行事の指導と評価 

第４ 本時の指導計画例と評価及び改善の考え方 

 １ 学級活動「⑴ 学級や学校の生活づくり」の指導計画例 

 ２ 学級活動「⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の指導計画例 

 ３ 学級活動「⑶ 一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導計画例 

第５ 特別活動の指導・評価と児童指導要録 

 １ 特別活動における指導・評価 

 ２ 指導と評価の充実のための資料の収集 

 ３ 評価補助簿の活用と生徒指導要録の評価欄における記入について 

 ４ 特別活動の指導・評価とキャリア・パスポートの活用 

 

３ 本資料の活用に当たって配慮すること 

  各学校は、学校の創意工夫を生かし、学校や地域の実態、生徒の発達の段階などを考慮するとと

もに、各教科等の指導との関連を図りながら、特別活動の各内容の特質を生かした指導計画及び評

価計画を作成し、生徒の自主的、実践的な活動が助長されるようにすることが大切である。 

 

４ 学力・学習状況調査の活用（埼玉県学力・学習状況調査等の分析結果から見られた特別活動の 

 効果） 

  埼玉県学力・学習状況調査の分析結果から、学級経営の充実が学力向上につながることが明らか

になった。特別活動は、学級活動を通して学級経営の充実を図り、学びに向かう集団の基盤を形成

する。主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善を行う上で、特別活動の果たす役割は大きい。

多様な集団活動を通してよりよい人間関係を築くことが、生徒が安心して学習することのできる受

容的な雰囲気を醸成し、学力向上にもつながっていく。 

 

編成要領（P186）で示された「指導

計画作成に当たっての留意すべき事

項」との関連についても本資料で示

していく。 

⑴「特別な配慮を必要とするなど課 

 題を抱えた児童への指導」の視点 

⑵「主体的・対話的で深い学び」の 

 視点 

⑶「教科等横断的」な視点 

⑷「社会に開かれた教育課程」の視 

 点 

⑸「道徳教育の充実」の視点 

⑹内容の取扱いについての配慮事項 
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第２ 特別活動における学習指導と評価 

１ 「育成を目指す資質・能力の三つの柱」について 

特別活動では、指導する上での重要な視点として「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」

を手掛かりとしながら、育成を目指す資質・能力や学習過程を整理した。また、評価の視点につい

ては、育成を目指す資質・能力の三つの柱や自校の実態を踏まえて、各学校で設定していくことに

なる。 

 

 

        集団の中で、人間関係を自主的、実践的によりよいものへと形成する視点 

 

        集団や社会に参画し、様々な問題を主体的に解決しようとする視点 

 

        集団の中で、現在及び将来の生活の課題を発見し、よりよく改善しようとす    

        る視点 

 

 

 

 

 

◎話合いの進め方、よりよ

い合意形成や意思決定

の方法、チームワークの

重要性、集団活動におけ

る役割分担の意義、学校

行事の意義等を実践活

動や体験活動を通して

体得できるようにする。 

  

 

◎問題を発見する力、合意

形成や意思決定をする

力、人間関係をよりよく

するための力、他者と協

働しようとする力等を付

けるために、「話合い→

実践→振り返り」といっ

た一連の学習過程の積み

重ねを意識した取組にす

る。 

  

 

◎多様な他者との違いや多様

性を認め、生かし合いなが

ら協働して活動すること、

自己の課題を発見し主体的

に改善して、よりよい生き

方を追求して活動すること

等、実践的な集団活動を通

して身に付けたことを実生

活に生かせるように指導す

る。 
 

 

自校の実態を踏まえた特別活動の「評価の観点」とその趣旨の設定 

 

２ 「主体的・対話的で深い学び」について 

 特別活動における「主体的・対話的で深い学び」の実現は、各活動・学校行事の学習過程におい

て、授業や指導の工夫改善を行うことで、一連の活動過程の中での質の高い学びを実現することで

ある。それは、特別活動の各活動・学校行事の内容をよく理解し、それぞれを通して資質・能力を

身に付け、中学校卒業後も能動的に学び続けるようにすることでもある。 

 具体的には、学級や学校における諸問題や自己の生き方に関する課題を見いだしたり、解決方法

を決めて自主的に実践したり、取組を振り返って、よい点や改善点に気付いたりして次の活動に生

かしていくことができるような学習過程を大切にすることが、「主体的な学び」の実現につながる。

また、課題を解決するために合意形成を図ったり、意思決定したりする中で、話合いを通して他者

の様々な意見に触れ、自分の考えを広げたり、多面的・多角的に考えたりすることが、「対話的な

学び」の実現につながる。さらに、集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせて、よりよ

い人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画、自己の実現に向けた実践に結び付け

ることが、「深い学び」の実現につながる。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

三

つ

の

視

点 
  

資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト 

人間関係形成 

社 会 参 画 

自 己 実 現 
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３ 指導及び評価計画作成のための考え方及び方法 

３-１ 特別活動における指導・評価の考え方 

  特別活動の評価においては、「集団活動」「自主的、実践的活動」「全ての教師が関わる活動」であ 

 る特別活動の特質を踏まえることが大切である。生徒一人一人の活動の中に見られるよい点や進歩 

 の状況を積極的に評価するとともに、評価を通して教師が指導の過程や方法について振り返り、よ 

 り効果的な指導につながるよう工夫改善を図っていくことが大切である。 

３-２ 指導と評価に当たっての留意点 

３-２-１ 指導・評価体制の確立 

 特別活動では、全校または学年を単位として行う活動があり、学級担任以外の教師が指導するこ 

とも多い。したがって、各学校で「十分満足できる活動の状況」とは、どのような姿なのか共通理 

解を図ることが求められる。積極的に生徒一人一人のよさや可能性を認め、指導に生かするよう学 

校としての評価体制を確立することが大切である。 

３-２-２  指導と評価の計画の作成 

    各学校においては、各活動・学校行事ごとに指導と評価を適切に位置付けた計画を作成すること 

が大切である。なお、１単位時間の指導計画においては、各活動・学校行事ごとに学校で設定した 

評価規準に即して「目指す生徒の姿」を記載する。教師の指導計画や生徒の活動計画については、 

以下の視点で評価し、見直しを図っていくことが大切である。 

 

〇全体計画や年間指導計画が、各活動及び学校行事のねらいの達成につながっている。 

〇学校や学年の実態や生徒の発達の段階が考慮されている。 

〇生徒の自主的、実践的な活動が助長されている。 

〇各教科、総合的な学習の時間などとの関連が図られている。 

〇家庭や地域との連携、社会教育施設などの活用が図られている。 

３-２-３  多面的、総合的な評価 

 活動の成果だけでなく、活動の過程における生徒の努力や意欲、進歩の状況などを積極的に認 

め、生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価することが大切である。また、学習活動における 

生徒自身の自己評価や生徒間の相互評価を参考にすることも考えられる。その際、生徒の評価をそ 

のまま教師の評価とすることがないよう配慮する。 

３-３ 評価の進め方と方法 

 特別活動の評価は、教師による観察法が中心となるが、チェックリストや生徒自身の各種記録を 

活用することも考えられる。また、評価には客観性が求められることからも、一部の教師の主観に 

よる評価とならないよう評価を蓄積することが必要である。その際、以下の視点を参考に、教師に 

よる観察、生徒自身の自己評価、生徒間の相互評価、教師相互の話合いなど一層の工夫改善をする 

ことが求められる。 

 

○評価の目的と対象の特定(何のために、何を評価するのか) 

○評価の方法と場面の設定(どのような方法、場面で評価するのか) 

○評価の実施者と実施時期(だれが、いつ評価するのか) 

○評価の結果の解釈と活用(どのように分析し、指導に役立てるのか) 
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３-４ 特別活動の「評価の観点」とその趣旨、並びに「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基 

   本的な考え方 

 特別活動においては、特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすということから、設置者ではな 

く、各学校が評価の観点を定めることとしている。本章では、各学校において特別活動の観点とそ 

の趣旨、並びに評価規準を作成する際の参考となるよう、「評価の観点」とその趣旨並びに「内容の 

まとまりごとの評価規準」の作成の手順を示す。   

  基本的な手順として、まず学習指導要領の特別活動の目標及び各学校の実態を踏まえて、特別活 

 動の「評価の観点」を設定する。次に「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の「特 

 別活動の目標」と改善等通知を踏まえ、特別活動の特質に応じた形で作成する。 

 【「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順】 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 

  改善等通知では、次のように示されている。 

(前略）評価の観点については,中学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏ま

え,各学校において別紙４を参考に定める。その際,特別活動の特質や学校として重点

化した内容を踏まえ,例えば「主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態

度」などのように,より具体的に定めることも考えられる。(後略） 
 

 
 

 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ、改善等通知の例示を参考に、特

別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説で例示した「各活動・学

校行事における育成を目指す資質・能力」を参考に、各学校において育成を目指す資質・能力

を重点化して設定する。 

 

 

 

④ 観点ごとのポイントを踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

 

なお、中学校特別活動における内容のまとまりとは、以下のとおりである。 

          

各学校においては、特別活動の目標及び内容を踏まえ、自校の実態に即して、次に示す観点を参考 

に評価の観点を作成する。例のように、特別活動の特質や重点化した内容を踏まえて観点を作成す 

    ることも考えられる。 

 

学級活動・・・⑴学級や学校における生活づくりへの参画 

        ⑵日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

          ⑶一人一人のキャリア形成と自己実現 

生徒会活動 

学校行事・・・⑴儀式的行事、⑵文化的行事、⑶健康安全・体育的行事、 

        ⑷旅行・集団宿泊的行事、⑸勤労生産・奉仕的行事  

※ 生徒会活動については、「⑴生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営、⑵学校行事への協力、⑶ボラン 

ティア活動などの社会参画」を全て含めて「内容のまとまり」としている。 
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【特別活動における「評価の観点」及びその趣旨を基にした例】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

多様な他者と協働する様々な集団活

動の意義や，活動を行う上で必要とな

ることについて理解している。 

自己の生活の充実・向上や自己実現に

必要となる情報及び方法を理解して

いる。 

よりよい生活を構築するための話合

い活動の進め方，合意形成の図り方な

どの技能を身に付けている。 

所属する様々な集団や自己の生活

の充実・向上のため，問題を発見

し，解決方法を話し合い，合意形成

を図ったり，意思決定したりして

実践している。 

生活や社会，人間関係をよりよ

く構築するために，自主的に自

己の役割や責任を果たし，多様

な他者と協働して実践しよう

としている。 

主体的に人間としての生き方

について考えを深め，自己実現

を図ろうとしている。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「人間関係形成」）をもとに重点化を図った例】 

互いのよさを生かす関係をつくる 

ための知識・技能 

協働してよりよい生活を築くため

の思考・判断・表現 

主体的に多様な他者と関係を

つくろうとする態度 

個人と集団との関係性及び集団活動

の意義を理解し，社会生活におけるき

まりやマナーに則った行動の仕方を

身に付けている。 

様々な場面で，自分と異なる考え

や立場にある他者を尊重して認め

合い，支え合ったり補い合ったり

して協働している。 

様々な集団に積極的に所属し，

他者の価値観や個性を受け入

れ，新たな環境のもとで互いの

可能性を発揮できる関係を築

こうとしている。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「社会参画」）を基に重点化を図った例】 

集団の一員として活動するために 

必要な知識・技能 

集団や社会をよりよくするための

思考・判断・表現 

よりよい社会の形成に向けて

主体的に自己を生かす態度 

学級・学校集団や社会生活の中で他者

と協力して役割を果たすことの意義

を理解し，そのための話合いの進め方

を身に付けている。 

学級や学校,社会生活の充実・向上

のために課題を発見し，集団とし

ての解決方法を合意形成したり，

個人としての実践目標を意思決定

したりしている。 

現在及び将来の自己の活動や

役割を振り返ることで，成長や

課題を認識し，これからの集団

生活の改善に生かそうとして

いる。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「自己実現」）を基に重点化を図った例】 

将来の自己と学びを結びつける 

ために必要な知識・技能 

自己の生活課題を改善するための

思考・判断・表現 

主体的に人間としての生き方

を選択しよう態度 

将来の社会的・職業的な自立と現在の

学習とのつながりを理解し，自己の生

活をよりよくするために個性を活か

す方法を身に付けている。 

集団の中で,個々人が共通して直

面する現在及び将来に関わる課題

を発見するとともに，必要な情報

を収集・整理して考察し,解決に向

けて意思決定している。 

日常の生活や自己の在り方を

自主的に改善するとともに,将

来を思い描き，自分らしい生き

方を主体的に選択しようとし

ている。 
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中学校特別活動における「内容のまとまりごとの評価規準（例）」  

【学級活動「⑴学級や学校における生活づくりへの参画」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

学級や学校の生活上の諸問題を話し

合って解決することや他者と協働し

て取り組むことの大切さを理解して

いる。 

合意形成の手順や活動の方法を身に

付けている。 

学級や学校の生活をよりよくす

るための課題を見いだしている。 

課題解決に向け，話し合い，多様

な意見を生かして合意形成を図

り，協働して実践している。 

学級や学校における人間関係を

形成し，見通しをもったり振り

返ったりしながら，他者と協働

して日常生活の向上を図ろうと

している。 

【学級活動「⑵日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の生活上の課題の改善に向けて

取り組むことの意義を理解してい

る。 

適切な意思決定を行い実践し続けて

いくために必要な知識や行動の仕方

を身に付けている。 

自己の生活や学習への適応及び

自己の成長に関する課題を見い

だしている。 

多様な意見をもとに自ら意思決

定して実践している。 

他者への尊重と思いやりを深め

てよりよい人間関係を形成しよ

うとしている。 

他者と協働して自己の生活上の

課題解決に向けて，見通しをも

ったり振り返ったりしながら，

悩みや葛藤を乗り越え取り組も

うとしている。 

自他の健康で安全な生活を構築

しようとしている。 

【学級活動「⑶一人一人のキャリア形成と自己実現」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果たしなが

ら，自分らしい生き方を実現してい

くことの意義を理解している。 

現在の学習と将来の社会・職業生活

とのつながりを考え，自分らしい生

き方の実現を図るために，必要な知

識及び技能を身に付けている。 

自分らしい生き方の実現に向け，

現在の学習や将来の進路につい

ての課題を見いだしている。 

主体的に学習に取り組み,働くこ

とや社会に貢献すること，自己の

将来について，適切な情報を収集

して考え，意思決定して実践して

いる。 

将来の生き方を見通したり，現在

の生活や学習を振り返ったりし

ようとしている。 

働くことと学ぶことの意義を意

識し，社会的・職業的自立に向け

て自己実現を図ろうとしている。 

【生徒会活動の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

生徒会やその中に置かれる委員会

などの異年齢により構成される自

治的組織における活動の意義につ

いて理解している。 

全校の生徒をもって組織する大き

な集団での活動のために必要なこ

とを理解し行動の仕方を身に付け

ている。  

生徒会において，学校全体の生活

をよりよくするための課題を見い

だしている。  

全校の生徒をもって組織する大き

な集団における課題解決のために

話し合い，合意形成を図ったり，

意思決定したり，人間関係をより

よく形成したりしている。 

自治的な集団における活動を通

して身に付けたことを生かし

て，多様な他者と協働し，学校や

地域社会における生活改善を図

ろうとしている。  

３年間や全校という視野で見通

しをもったり振り返ったりしな

がら，よりよい生活を築こうと

している。 
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【学校行事⑴儀式的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

儀式的行事の意義や，その場に

ふさわしい参加の仕方について

理解している。 

規律や気品のある行動の仕方な

どを身に付けている。 

学校生活の節目の場において 

先を見通したり，これまでの生

活を振り返ったりしながら，新

たな生活への自覚を高め，気品

ある行動をしている。  

厳粛で清新な気分を味わい，行事

を節目として，見通しをもったり

振り返ったりしながら，新たな生

活への希望や意欲につなげよう

としている。  

【学校行事⑵文化的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

美しいものや優れたものを創り

出し，自ら発表し合ったり，芸術

的なものや伝統文化を鑑賞した

りする活動に必要な知識や技能

を身に付けている。 

日頃の学習活動の成果発表や 

芸術，伝統文化に触れ，個性を

認め，互いに高め合いながら実

践している。 

文化的な視点から自己の成長を

見通したり，振り返ったりしなが

ら，自己を一層伸長させようとし

ている。  

【学校行事⑶健康安全・体育的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

心身の健全な発達や健康の保持

増進，事件や事故，災害等の非常

時から安全に身を守ることの意

義を理解し，必要な行動の仕方

などを身に付けている。 

体育的な集団活動の意義を理解

し，規律ある集団行動の仕方な

どを身に付けている。 

自他の健康や安全について他 

者と協力して，適切に判断し実 

践している。 

運動することのよさについて考

え，集団で協力して取り組んで

いる。  

 

運動に親しみ，体力の向上に積極

的に取り組もうとしている。 見

通しをもったり振り返ったりし

ながら，健康安全・体育的行事に

積極的に取り組もうとしている。  

 

【学校行事⑷旅行・集団宿泊的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

豊かな自然や文化・社会に親し

むことの意義を理解している。

校外における集団生活の在り

方，公衆道徳などについて理解

し，必要な行動の仕方を身に付

けている。 

旅行・集団宿泊的行事において

学校生活や学習活動の成果を活

用できるように考えて実践して

いる。 

日常とは異なる環境や集団生活

において，自然や文化，社会に親

しみ，見通しをもったり振り返っ

たりしながら，新たな視点から学

校生活や学習活動の意義を考え

ようとしている。 

【学校行事⑸勤労生産・奉仕的行事の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

働くことの意義，社会的・職業的

な自立について理解している。 

ボランティア活動などの体験活

動の仕方が身に付いている。  

勤労生産や奉仕に関して自分

のできることを判断し実践し

ている。 

多様な他者と協力してボラン

ティア活動に取り組んでいる。  

勤労観や職業観を深め進んで体

験的な活動をしようとしている。 

見通しをもったり振り返ったり

しながら，社会奉仕の精神を養

い，社会に貢献しようとしてい

る。  
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第３ 各活動・学校行事の指導と評価の計画及び改善 

 

１ 学級活動⑴の指導と評価 

 学級活動⑴は、学級や学校における生活上の諸問題の解決や主体的な組織づくり、生徒会活動や

学校行事等における学級としての提案や取組などについて話し合い、合意形成を図り、実践する自

発的、自治的な活動である。 

【話合い活動】 

学級活動⑴でのいわゆる学級会による話合い活動は、特別活動における自発的、自治的な活動の 

中心となるものである。小学校での話合い活動の経験を十分生かせるよう、学級活動委員の役割を

明確にすることが大切である。特に、中学校入学当初においては、生徒が新しい学校生活に期待感

を膨らませることができるように配慮することが大切である。 

【学級活動委員会の指導上の留意点】 

 よりよい話合い活動の実現のためには、学級活動委員会における教師の指導や助言が大切である。

年度当初にオリエンテーション等を行ったうえで、実態を踏まえた指導を心掛ける。 

◯学級活動委員会の構成（小学校では「計画委員会」と呼ばれる） 

 輪番制の司会グループ４～５名（例：司会２名、黒板記録２名、ノート記録１名） 

◯議題選定のポイント 

 【指導計画例】の＜選定の視点＞を踏まえ、望ましい議題の在り方について指導する。 

【指導計画例】 
過
程 

活
動 

目
安 

◯学級活動委員の活動 
●全員の活動 

指導上の留意点 

事

前 

議

題

の

収

集 

２

週

間

前 

●学級の諸問題に気付き、議題カードを書いて提案する。 

例：「教室内の掲示の仕方を決めよう（４月）」（学級生活の向上） 

「１学期のまとめの会をしよう（７月）」（集団活動） 

  「音楽会に向け学級の取組を決めよう（９月）」（学校行事関係） 

  「カウントダウンカレンダーを作ろう（１月）」（全員で作成） 

・定着するまでは、帰りの会等の中で、議題を考えて記入す

る時間を設けることも考えられる。その後は、議題ポスト

等、自由に提案できる環境づくりに努める。 

・教師の例示や日常の生徒からのつぶやきを議題として

提案するよう助言するなどの意図的な工夫をする。 

議

題

の

選

定 

１

週

間

前 

◯提案された議題を整理し、望ましい議題をいくつか選定し

て学級全員に伝える。 

＜選定の視点＞ ・生徒にとって切実感や必要感があるか 

・学級の生活がよくなるものか ・全員に関係しているか 

・自分たちの力で解決できるか ・工夫ができそうか  

●全員で議題を決定する。 

 

・生徒に任せることができない（自治的活動の範囲を超え

る）条件に留意する。 

・候補に挙がりながらも、取り上げられなかった提案につ

いて、学級活動委員会で話し合い、配慮をもって提案者へ

伝える。 

計

画 

数

日

前 

◯当日の話合い活動の具体的な計画を立てる。 

◯学級活動コーナーに議題や提案理由等の情報を明示する。 

●自分の考えを学級活動ノートに書いておく。（帰りの会等） 

◯議題に応じて必要な資料を作成し、用意しておく。 

・「決まっていること」の事前周知等、当日の話合いが円滑

に進められるよう、必要な準備について助言する。 

・議題により、話し合うこと①「何をするか」などを事前に

話し合い、共有化しておくことも考えられる。 

本

時 

話

合

い 

当

日 

第□会 学級会 議題「◯◯◯◯◯◯」 

◯立てた計画に沿って会議の進行に努める。 

●互いの意見を尊重し、生かし合う中で合意形成を目指す。 

●「決まったこと」を全員が明確に共通理解する。 

・生徒の主体性を尊重しつつ必要に応じて助言を加える。 

・話合いの方向性に誤りを感じるような場合には、提案理

由や話合いのめあてを再確認するように促す。 

・話合い活動のグッズを効果的に使い、思考の可視化、操作

化、構造化が深まるように支援する。 

・十分満足できる活動の状況を見取るため、具体的な生徒

の姿を想定しておく。 

事

後 

準

備

実

践 

 ●話合いで決まったことについて準備を進める。 

●実践をする。 

●「事前－本時－事後」の一連の活動全体の振り返りをする。 

◯議題に応じて掲示物等を作成し実践の成果を可視化する。 

・全員が役割を担い、協力して実践できるようにする。 

・生徒一人一人の振り返りを全員で共有できる環境づくり

に努め、全員で話し合い、実践するよさを共有する。 

・次の活動への意欲化を図る。 

・学級活動ノートや実践の様子から生徒一人一人及び集団 

の成長等の変容を適切に評価し指導の改善につなげる。 

※話合いが、自治的活動の範囲を超えてしまいそうな際には適切な助言に努める。（以下、内容例） 

・個人情報やプライバシーに関わる ・相手を傷付ける結果が予想される ・金銭徴収に関わる 

・校則や施設・設備の管理に関わる ・教育課程の変更に関わる ・健康や安全に関わる 等 

 
P302 指導計画作成の留意事項⑵ 

 

 
P302 指導計画作成の留意事項⑸ 

 

 
P302 指導計画作成の留意事項⑴ 
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【話合い活動を行う上でのポイント（いわゆる５Ｗ１Ｈを明確にする）】 

◎Why「なぜ」…提案理由（話合いのよりどころ） 

◎When「いつ」・Where「どこで」…決まっていること（教師が決める） 

  話し合うこと① What「何をするのか」（内容） 

  話し合うこと② How「どのようにするのか」（工夫、ルール等） 

  話し合うこと③ Who「誰がやるか」（役割分担）       

 

【よりよい合意形成に至るためのポイント】 

 話合いの後に、生徒一人一人が意欲をもって実践に向かえるような、よりよい合意形成に至るた

めには、次の三つのポイントに基づき、多様な方法を用いて進めるようにする。その際、学級活動

委員会を中心に生徒が主体的に進行できるよう、進め方のマニュアル等の活用も考えられる。 

 

＜ポイント＞                 ＜考えられる具体的な方法＞ 

◯互いの意見を理解し合う。(共感的に理解)  〇新しい考えをつくる  〇意見を合わせる 

◯何が違うのかを明確にする。        〇優先順位を決める   〇付け足しをする 

(理由を明確にして比較)    〇少数意見を大切にする 〇条件を付ける 

◯見方を変える。(視点を変えて比較）     〇共感的に理解し、譲る 

 

      

 

【話合い活動の進め方】  

円滑な話合いのためには、話し合うこと①～③それぞれにおいて、次の３段階で進めるとよい。 

 出し合う           比べ合う           まとめる  

   

 

 

 

【学級活動⑴の実践例】 

 内容ア～ウについて、生徒の発意・発想による議題に基づいて話し合い、実践に至るまでの一連

の活動を通して、生徒一人一人の自治的能力を高めていくことが重要である。特に、第１学年にお

いては、小学校での学級会や係活動、集会活動の経験を踏まえて進めることも大切である。 

ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

 学級や学校における生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するために話し合い、合意

形成を図り、実践する活動である。 

＜活動例＞ ・出会いの会 ・〇学期のまとめの会 ・思い出〇〇作り ・学級の歩み作り 

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚 

 学級生活の充実や向上のため、生徒が主体的に組織をつくり、役割を 

自覚しながら仕事を分担して、協力し合い実践する活動である。 

＜活動例＞ ・年度当初の係活動を決める活動  ・後期に向けて係や組織を見直す活動 

ウ 学校における多様な集団の生活の向上 

 生徒会など学級の枠を超えた多様な集団における活動や、学校行事を通して学校生活の向上を図

るため、学級としての提案や取組を話し合って決める活動である。 

＜活動例＞ ・△組いじめ撲滅宣言 ・△組あいさつ向上作戦 ・音楽会縦割り合唱交流会 

 

【学級活動⑴の実践上の留意事項】 

 ・活動が１年間を通して偏りなく、多様な活動によってバランスよく行われるようにする。 

 ・話合いのための話合い活動ではなく、実践を生み出すための話合い活動になるようにする。 

・一連の活動を通し、計画の立案や運営方法、協力や責任などについて体得できるようにする。 

 ・一連の活動全体について振り返り、次回の活動の充実につながるようにする。 

Why（提案理由）に立ち返って考えていくことは、どの場面でも大切になる。 

一人一人の思いや願いを大切にし

ながら、「話し合うこと」について

自分の考えを発表し合う段階。 

 

いろいろな意見の違いを認め合

い、折り合いをつけるなどして、

考えをまとめ、合意形成する段階。 

 

 
P302 指導計画作成の留意事項⑸ 

 

 
P302 指導計画作成の留意事項⑸ 

 

係活動と当番活動の特質 

の違いに留意する。 
 

よりよい解決方法等を見つけるため 

に、質疑応答を通して意見の共通点 

や相違点を確かめたり、賛成・反対 

意見を述べたりして話し合う段階。 

「どのようにするのか」

を話合いの中心に据え、

生徒の創意工夫を生か

すことは、話合いがより

深まることにつながる

と考えられる。 
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２ 学級活動⑵、学級活動⑶の指導と評価 

 学級活動⑵は、現在の自分の課題を見つめ、自己の成長のために、自分に合った具体的な解決方

法や目標を意思決定し、主体的に実行することができるように自己指導能力を育てる。また、学級

活動⑶は、現在及び将来にわたってよりよく生きるために、自分に合った目標や具体的な方法を意

思決定し、なりたい自分を目指すことができるような自己実現を図る力を育成する。課題に違いは

あるが、学習過程は同じである。 

【指導計画例】 

 ●教師の指導 

〇生徒の活動 
指導上の留意点 

事

前

の

指

導 

●題材を設定する。 

 年間指導計画や生徒の実態に合わ

せて、個々の生徒が共通に解決すべ

き問題として「題材」を設定する。 

〇問題を発見・確認する。 

 題材について知り、アンケートに回

答したり自分の現状について考え

たりする。 

・何が問題なのか、問題はどの程度なのか、どの問題を取り

上げるかを明確にする。 

・事前に題材を提示することで、問題意識を高めるようにす

る。 

・アンケートの内容は、指導内容をもとに教師が意図的に

項目を設定し、必要に応じて自由記述を設定する。 

・問題の原因や背景を明らかにする。 

・題材によっては、生徒と共に学級の実態調査や資料作り

に取り組むことも考えられる。 

本

時

の

指

導 

●学級全員の共通の問題であること

を押さえる。 

 

〇解決方法等について話し合う。 

・学級全体としての共通の問題を把握できるようにする。 

・アンケート結果等から、学習することの意義に気付き、課

題を明確にできるようにする。 

・アンケート結果を提示したり、インタビュー動画を視聴

したりするなど、必要に応じて学習者用 PC を有効に活

用することが考えられる。 

・指導の効果を上げるために、内容に応じて、養護教諭や学

校栄養職員等、専門性の高い人材を TT 等で活用するこ

とも考えられる。 

・題材によっては生徒に司会を任せることも考えられる。 

・個々の生徒の生活経験や発想の違いを生かしながら、解

決方法を見付けられるようにする。（集団思考を生かす） 

 

・意思決定が難しい生徒に対しては、友達の意見（考え）を

参考にしながら、自分の考えるめあてについて自分自身

で決めることができるように支援をする。 

・話合いで出された考えを踏まえ、自分の課題に合った具体

的な目標を立てられているかを見取る。 

学級活動⑵ 学級活動⑶ 

【つかむ】 

課題の把握 

【さぐる】 

原因の追求 

必要性の実感 

【さぐる】 

原因の追求 

可能性への気付き 

【見つける】 

解決方法等の話合い 

〇解決方法を決定する。 

【決める】 

個人目標の意思決定 

事

後

の

指

導 

〇決めたことを実践する。 

 自分のめあてに沿って、一定期間実

践する。 

 

●生徒の活動の様子を見守りながら、

励ましたり、めあてを修正するよう

に助言したりする。 

 

 

〇振り返る。 

 実践を定期的に振り返り、意識化を

図るとともに、結果を分析し、次の

課題解決に生かす。 

・継続した活動になるよう、日頃から声かけを行うなど個に

応じた指導を行う。 

 

・個々の努力を認め励まし合う場を設定し、実践への意欲を

高める。 

・めあてを確認し、追加したり、修正したりする。 

・個々の生徒の取組から、学級全体の取組へと広げていく。 

・必要に応じて、家庭との連携を図る。 

・実践の振り返りから、実践の継続や新たな自分の課題の発

見につなげられるよう声かけをする。 

・学習カードの記述や実践の様子から、内容に応じた知識・ 

技能等を身に付けているかを見取り、生徒の変容を称賛 

するとともに、指導改善に生かすようにする。 

P302指導計画作成の配慮事項(1) 

 

P302指導計画作成の配慮事項⑸ 

P302指導計画作成の配慮事項⑷ 
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３ 生徒会活動の指導と評価 

 生徒会活動は、異年齢集団の生徒による自発的、自治的な活動を特質とする教育活動である。教師

の適切な指導のもと、生徒の発意・発想に基づき、創意工夫を生かして活動計画を作成し自主的、実

践的な活動が展開できるようにすることが大切である。小学校での児童会活動などの経験を基礎に

し、生徒の自発的、自治的に活動する態度や能力を一層高めることが重要である。 

３-１ 生徒会役員会（生徒会執行部など）が中心となって行う活動例（学級活動⑴ウとの関連） 

 インターネット（以下、ネット）のよりよい利用について考える活動を、生徒会組織全体で実践す

る。その一連の活動の中において、学級活動との有機的な関連を図る。 
活動の内容 「生徒自身による『私たちのネット利用ルール』づくり」について話し合う。 

活動のねらい 全校生徒が自らの学校生活や生活習慣を見直す習慣を身に付けられるようにする。 

６月～10月の活動 

⑴全校生徒対象の「ネット意識調査」の実施（生徒会役員会） 

⑵生徒総会での、ネット利用ルールの基本方針の決定（生徒会役員会の提案） 

⑶「○○中学校ネット利用ルール（案）」を作成（生徒評議会） 

⑷全校集会での、「○○中学校ネット利用ルール（案）」の周知。（学級活動委員会主催） 

 
○月○日の活動 

「学級活動⑴」 

・議題「○年○組のネット利用のルールを考えよう」 

・提案理由（生徒会役員会が校内放送で説明） 

・話し合うこと ①学校として守っていくべきこと、②学級で守ること 

・決定事項の確認と今後の流れの確認 

11月～3月の活動 

 

⑴学級活動での意見等を踏まえた「○○中学校ネット利用ルール（案）の修正案の作成。（生徒会役員会） 

⑵「○○中学校ネット利用ルール」の決定（生徒会役員会で提案された修正案を基に、生徒評議会で話し合

う） 

⑶決定した「ネット利用ルール」の積極的な広報（全校集会時や生徒会広報紙への掲載） 

⑷一連の活動の「振り返り」及び学年末の「第二回ネット意識調査」の実施 

４ 指導上の留意点 ５ 企画・運営上の留意点 
１ 生徒会活動に関心をもち、生徒全員が生徒会員という自覚をもたせるよう「意

識調査」の内容や実施方法を工夫する。 
２ 学級会や意見箱、生徒評議会などを通して、様々な立場からの意見を求め、自

主的、実践的な活動が実現されるように支援し、今後の生活の中で意識できるよ

うにしていく。 

１ 生徒自身が自らの生活習慣を見直す取組であることを教職員

がよく理解した上で進めていく。 

２ 生徒指導部会や小学校などと連携を図っていく。 

３ 地域との連携を図るため学校だよりやメール配信などによる

保護者や地域への広報を図る。 

一連の活動を振り返るカード（事後の活動における振り返り）の例 

「ネット利用ルール」振り返りシート（生徒会役員会用） 

活動目標 

「自分の生活を見直し、自律する力を身に付けよう」 

１ 今月の活動を振り返って  

①あなたの活動について振り返りましょう。 

1 責任をもって取り組み、積極的に自分の役割を果たすことができた。 5･4･3･2･1 
2 仲間と協力して活動を行い、よりよい活動にすることができた。 5･4･3･2･1 

②生徒会役員会の活動について振り返りましょう。 

1 計画的に活動を行い、生徒会員と連携をして活動をすることができた。 5･4･3･2･1 
2 率先して活動することでリーダーシップを発揮しながら活動することができた。 5･4･3･2･1 

③今回の活動を通して学んだことや今後の学校生活に生かしていきたいことを書きましょう。 

 今回の取組でリーダーとしてみんなの意見を取りまとめて全体が一丸となって取り組むことの難しさを学
びました。よりよく学校生活を送るためには、全校のみんなの協力が必要不可欠であり、協力して問題を解決
していくことの重要性を改めて感じました。大変な活動でしたが、協力して活動した達成感は忘れられません。
今後の学校生活では、みんなと協力してこれまで以上にいろいろな活動に積極的に取り組みたいです。 

２ 今後の活動でやってみたいことや改善したいこと 

 ネット調査の「事前」と「事後」の結果を比較、分析し、改善が見られた点については全校生徒に伝える 
など、一人一人がさらに充実した生活を送れるよう、生徒会役員会として積極的に活動していきたい。 

○月○日      ○年○組 氏名 ○○ ○○ 

「ネット意識調査」の内容の例（一連の活動の事前と事後に実施） 
・あなたは平均してどれくらいインターネットやスマートフォンを操作しますか。 平日 90分 休日 180分 

評 価 項 目 自己評価 

１ 「ネット利用ルール」を意識した行動をとり、目標を達成する事ができた。 5.4.3.2.1 
２ ○○中学校生徒会員として自分を律しようとする心構えをもつことができた。 5.4.3.2.1 
３ ネット利用と望ましい生活のためにはどうすればいいかがわかっている。 5.4.3.2.1 
※次の「４」については、３月に実施する調査で記入してください。 

４ 「ネット利用ルール」の取組で学んだことや今後の生活に生かしていきたいことを書きましょう。 
 自分の生活リズムが安定することで学校生活にゆとりをもつことができた。自分たちで決めた「ネット利用ルール」なの
だから意識して守ることで自分をコントロールする力が付くことがわかった。インターネットやスマートフォンはとても便利
なものだけど、使い方に気を付けなくては自分の学校生活が脅かされてしまうことを学んだので、これからは使用時間や方法
を確認しながら使用していきたい。 

話合いの様子を公開授業とし保護者や地域の方を校内に招く。地域一体と

なってネット利用のルールづくりやマナーについて考え、周知を図る。 

【知】 

「よりよく学校生活を送る

ためには～」という記述か

ら学校生活を向上させるた

めにどうしたらよいか考え

ることができており、十分

に満足できる活動の状況で

あると判断できる。 

【態】 

「今後の学校生活では～」

という記述から今後の活動

をより積極的に取り組もう

という意欲的な姿勢が読み

取れることから、十分満足

できる活動の状況と考えら

れる。 

 

P302指導計画作成の留意事項⑷ 

 
P302指導計画作成の 

留意事項⑷ 

５：よくできている ４：できている ３：どちらかといえばでき

ている ２：どちらかといえばできていない １：できていない 

活動の様子を評価規準に

照らして評価する。生徒

の自己評価や振り返りは

参考とし、次回以降の指

導に生かすようにする。 

 
P302指導計画作成の

留意事項⑸ 

【思】 

「自分たちで決めた～」

や「とても便利なものだ

けど」という記述からこ

れからの生活について自

分の考えをもてたり、ど

うしたらよいのか考えを

発展させたりすることが

できていることから、十

分に満足できる活動の状

況と考えられる。 
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３-２ 保健委員会の活動例 

一単位時間の活動計画例（保健委員会） 

日 時 ○月○日（水） 活動場所 □年□組教室 

内 容 全校で取り組む「ウイルス撲滅キャンペーン」について話し合う。 

目 標 全校生徒が自分から積極的に感染予防をする行動に取り組める内容を考える。 

活動の予定 時間 気を付けること 
１ はじめのあいさつをする。 

２ 今日のめあてと活動の確認をする。 

３ 工夫することを話し合う。 

・「ウイルス撲滅キャンペーン」の実施方法について 

４ 決定事項を確認し、掲示物を作成する。 

５ 終わりのあいさつをする。 

5分 

 

  

あいさつを元気に行う。 

活動振り返りカードの例【委員会評価カード】 

第○回保健委員会の振り返り 

保健委員会の活動目標 

「みんなの健康を保つため丁寧な手洗い・うがいをするようみんなに声をかけます」 

１．今月の活動を振り返って  
①あなたの活動について振り返ってください 

1 責任をもって健康観察や出席黒板の記入など自分の役割を果たすことができた。 5･4･3･2･1 

2 体調管理に努めるよう学級の環境を整えることができた。 5･4･3･2･1 

②学級の様子について振り返ってください 

1 手洗い・うがいなどを積極的に行っていた。 5･4･3･2･1 

2 歯磨きを欠かさずに行っていた。 5･4･3･2･1 

③今月の活動を通しての反省や感想を書こう 

 爪検査の日に爪を切っていない人が多く、事前に声掛けをしておけばよかった。 

２．来月への申し送り事項（やってほしい、改善してほしいこと） 

 昼の放送や生徒会広報を使って手洗い・うがいなどの呼びかけをしたい。 

○月○日 ○年○組 氏名   ○○ ○○ 

 活動を振り返るカード例【事後活動における振り返りカード】 

評 価 項 目 自己評価 
１ 宣言を実際に行動して達成することができた。 5.4.3.2.1 
２ 学級の一員として健康を保とうとする心構えをもつことができた。 5.4.3.2.1 
３ キャンペーン終了後も「健康維持」のためにはどうすればいいかがわかっている。 5.4.3.2.1 
４ この取組を振り返っての感想 

 クラス全体が健康を守るために具体的に行動するにはどうしたらよいのかということについて考えることができまし
た。友人の何気ない一言や工夫に対してなるほどと思うこともたくさんありました。今回のキャンペーンを終えてもみん
なが元気に学校生活を送ることが大切なのでお互いに声掛けができる雰囲気を作っていきたいと思います。 

３-３評価例（生徒会活動における教師の補助簿例） 

 
令和○年度  （生徒会）活動評価カード           評価者 △△ △△ 

出席番号 氏 名 
生徒会役員会 メモ 総括 

知・技 思・判・表 態 

１ A  ○ ○○ 
生徒評議会では率先して話合い活動に参加し、周囲と協力して目標や計画を立て
ることができた。 

○ 

２ B ○   
専門委員会の定例会では担当する委員会で生徒会役員会との協議を生かして発
言することができた。 

 

 
令和 ○年度 （委員会活動）○○委員会     活動評価カード            評価者 △△ △△ 

出席番号 氏 名 知・技 思・判・表 態 メモ 総括 

１ A   ○ 
定例会では率先して話合い活動に参加し、周囲と協力して目標や計画を立てるこ
とができた。 

 

２ B ○○○   
集会では事前に準備した資料を基に分かりやすく説明をし、集会の趣旨である内
容を伝えることができた。 

 

 【留意事項】 

・生徒会役員会及び委員会活動については、学級担任と担当する 

  教師との連携を図る評価体制を確立する必要がある。 

・活動の目標は毎回確認をする。 

・委員会評価カードは毎回１枚ず

つ記入し各自でファイリングす

ることで個人の変容の手掛かり

となり、指導要録記載のための

資料となる。 

掲示物は学級と全体の掲示板に貼り、意識付けをさせる。保健委員は決定した

ことを学級や集会の場で宣言し、生徒の意欲を高め、自ら行動を取れるように

していく。 

【思】 

「クラス全体が～」という記

述から自分の考えをもてた

り、友人の意見を参考に考え

を深めたりすることができて

おり、十分に満足できる活動

の状況であると判断できる。 

５：よくできている ４：できている ３：どちらかといえばでき

ている ２：どちらかといえばできていない １：できていない 

活動の様子を評価規準に照

らして評価する。生徒の自

己評価や振り返りは参考と

し、次回以降の指導に生か

すようにする。 

【留意事項】 

・カードの様式を学校で統一

し、同じ項目で振り返ること

で、生徒が振り返りやすくす

るとともに、教師が見取りや

すくする。 

・毎月の振り返りを行うことで

前期・後期の活動を円滑にし、

委員会担当教師が変わっても

評価できるようにする。 

【知】 

ねらいを正しく理解し、生徒全体にわかりやすく説明できることから

十分に満足できる状況であると判断できる。 

【態】 

率先して活動し、周囲と協力する様子から十

分に満足できる状況であると判断できる。 
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４ 学校行事の指導と評価 

 学校行事は、全校または学年という大きな集団を単位として行われる活動であり、生徒が協力し

て行う活動である。また、学校が計画し実施するものであるとともに、生徒が積極的に参加し協力

することによって充実する教育活動である。学校行事の意義を十分に理解した上で、教師の適切な

指導のもとで行事の特質や生徒の実態に応じて、生徒の自主的な活動を助長することが大切であ

る。 

４-１ 文化的行事の指導計画例（合唱コンクール） 

  １ ねらい 

 ○他の生徒と協力して日頃の学習や活動の成果を発表したり、芸術的なものや伝統文化を鑑賞した

りする活動に必要な知識や技能を身に付けるようにする。【知】 

 ○他の生徒と協力して日頃の学習や活動の成果を発表したり、芸術的なものに触れたりして、自他

の個性を認め互いに高め合うことができるようにする。【思】 

 ○生涯にわたって、多様な文化芸術に親しむとともに、自己の成長を振り返り、自己を一層伸長さ

せようとする態度を養う。【態】 

２ 実施計画 

⑴ 令和○年○月○○日（○曜日）第１～６校時 ⑵ 場所 ○○会館または本校（体育館等） 

 ⑶ 参加学年 全学年 

３ 活動内容と展開 

 ⑴ 活動内容等 ～生徒の文化活動の発表（合唱コンクール）10 月下旬を実施日として～ 

対象 発表形態 発表の具体例（発表者・発表内容） 

生徒 ステージ 
全校合唱、学年合唱、学級合唱、文化部（吹奏楽部、合唱部、日本文化部（箏曲等）、音楽科

（有志合唱・器楽）） 

教師

地域
ステージ 

全教師による取組（合唱、朗読等）、専門性を有する教師・保護者・地域住民の発表 

 ⑵ 事前の指導と生徒の活動と当日の展開 

期日 主な活動の内容 生徒の活動 実行委員会 との連携 指導上の留意点 

７月 

～ 

９月

上旬 

 

１ 行事の説明 

２ 発表内容の検 

討・決定 

 

 

・各教科、各学級・学

年、生徒会、各部活

動等それぞれの単

位で発表内容を考

える。 

・説明を受け実行委 

員を選出する。  

・テーマについて検

討し、決定する。 

・担当者を通じて 

ＰＴＡや地域に 

開催の日時や内 

容を伝える準備 

をする。 

・実行委員会を組織し、全体計画 

を立てる。 

・教師の指導の下、生徒が主体的 

に企画・運営が行えるよう環境を

整える。 

９月 

中旬 

下旬 

 

３ 準備期間① 

 （全体計画を見 

通して当日まで 

の流れをつくる） 

・学級ごとに発表の

準備・練習を行う。 

 

・運営の中心となっ 

て、練習場所など 

当日までの運営を 

行う。 

・担当者を通じて 

ＨＰや通知文・ 

パンフレットの 

準備を行う。 

・当日の発表に向けて全体計画に 

沿って準備を進めていく。 

・特活部と実行委員が有機的な連 

携が図れるよう工夫する。 

10月 

上旬 

中旬 

４ 準備期間② 

 （リハーサルや 

交流会を通して、 

発表の質を高め 

る） 

・学年リハーサルを 

行う。 

 

・学年縦割りで交流 

会を行う。 

・当日の動きを確認 

し、雰囲気をつく 

っていく。 

・縦割りの活動とし 

て場所と時間の調 

整を行う。 

・当日のパンフレ 

ットを印刷し家 

庭や地域に配布 

する。 

 

 

・教師側と生徒側の動きがリンク 

するように見通しを持って指導 

する。 

・異学年同士の交流によって、お 

互いを励ましたり、高め合った 

りする。 

 日程・活動内容 指導上の留意点 

 

 

 

 

 

 

10:00 入館・各学級リハーサル 実行委員が先に入館し、舞台装置の確認・組み立て、生徒の誘導を行う。 

12:30 合唱コンクール開会行事 実行委員や生徒会役員会がプログラムに沿って進行する。 

13:00 各学級合唱発表 運営役の実行委員が各学級の実行委員と連携をしてプログラムを進める。 

15:00 音楽系文化部発表 合唱部・日本文化部等が発表をし、並行して実行委員が結果の集計を行う。 

15:45 結果発表・閉会行事 実行委員が結果を発表し、閉会行事の運営も行う。 

16:00 帰りの会・片付け・退館 各学級で帰りの会を行った後、実行委員会で片付けの確認を行う。 

※学校行事において育成すべき資質・能力（目指す生徒の姿）を意識して指導に当たることに留意する。 

P302指導計画作成の留意事項⑷ 
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４-２ 評価例 

○ 文化的行事で育成を目指す資質・能力→中学校学習指導要領解説特別活動編Ｐ97を参照 

○ 文化的行事の評価規準（内容のまとまりごとの評価規準）は本書特別活動Ｐ308を参照 

○ 事後の活動に利用する自己評価カード等の例と実際の生徒の記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校行事の評価補助簿の例 

 

 

 

留意事項 

 

 

 

 全校生徒で確認した目標とテーマの達成を目指

すようなワークシートの作りにする。１ 自分自身

の取り組みと、２ 主に仲間の取組を評価する。４

段階の自己評価を行い、教師が評価する際に参考に

すると共に、記述についても見取るようにする。 

最終的に、自己評価カードを個人の振り返りだけに

使うのではなく、学年・学校全体でグラフ化し傾向

を読み取り、教師側は今後の文化的行事の運営や評

価の参考となるようにする。 

 

 観点別学習状況の評価の進め方の一例とし

て学習プリントを参考にした評価が考えられ

る。 

【態】 

自分の行事の関わり方について「今後、苦労の

先に得られるものがある～」と記述しており、

嫌なことでもめげずに頑張ると前向きな姿勢

が読み取れることから、十分満足できる活動

の状況と考えられる。 

 

・特別活動の全体及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を作成し、計画に基づいて、評価のための基礎資料 

を収集する。事前・本時・事後における「目指す生徒の姿」については評価規準を基にして設定する。 

・評価をする際、自己評価、相互評価も参考にしつつ、学校が定めた評価規準を基に、多面的、総合的に三つの観点

について評価する。評価結果については指導や評価体制の改善に生かす。 

・学校行事の評価においては、特定の行事に重点を置いて評価することも考えられる。上記の「評価補助簿の例」で

は五つ設定してあるが、それより重点評価行事項目をしぼるなど、持続可能な評価が今後において考えられる。 

⑶ 事後の指導 

期日 主な活動の内容 生徒の活動 実行委員会 指導上の留意点 

10月 

～ 

11月 

１ 行事のまとめ 

２ 教師の評価 

○発表団体ごとに振り返り 

カードに自己評価と他団体 

の評価を行う。 

○反省会を開き、実行委員会と 

しての評価を行い、課題を次 

年度に引き継ぐ。 

○ねらいを振り返らせ、今後の学 

校生活等の文化的素養の育成に 

資するようにする。 

 

【知】 

「０から１への進歩はクラス全体にとてもよ

い影響～」と記述しており、進歩することが学

級全体の成長につながると理解していること

から、十分満足できる活動の状況と考えられ

る。 

 

知 思 態 知 思 態 知 思 態 知 思 態 知 思 態

1 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○○祭では実行委員としてリーダー

シップを発揮し、演劇コンクール教員

賞を受賞することができた。

○

2 B ○ ○ ○
入学式では最上級生として、真心込め

て新入生を迎え入れる雰囲気を積極的

につくることができた。

評価の観点（□重点評価項目）

総括

重点評価学校行事内容

重点評価行事項目

旅行・集団宿泊

修学旅行

勤労生産・奉仕

校内奉仕作業 備考

儀式 文化

始業式・入学式 ○○祭

健康安全・体育

持久走大会

 学校行事の中から特に重点評価行事を定めて評価する。 

○の数の基準を定めておき、年間の特別活動の評価の欄に○

を付ける。担任は備考にメモを残し、評価の根拠とする。 

 各行事で目指す生徒像の姿を明確にし、

校内で共通理解を図り生徒の資質・能力を

学校全体で育成する。 
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第４ 本時の指導計画例と評価及び改善の考え方 

＜事例１＞ 第２学年 学級活動「⑴学級や学校における生活づくりへの参画」 

       内容 ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 

第２学年〇組 学級活動(1)指導案 

令和〇〇年 10月 30日（水）第〇校時 

指 導 者    教諭 〇〇 ○○ 

１ 議題 「合唱コンクールを成功させるための取組を考えよう」（ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決） 

２ 議題について 

⑴ 生徒の実態（略：生徒の学級生活や学級活動における実態について記述する。） 

 ⑵ 議題選定の理由（略：選定された背景や教師の指導観などについて記述する。） 

３ 第〇学年の評価規準（略：P307参照。１時間ごとに評価規準を作成するのではなく、学校で定

めた評価規準を記述する。） 

４ 事前の活動 

日時 

活動の場 

生徒の活動 

◯学級活動委員会 ●全員の活動 
指導上の留意点 

◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

10月 23日（水） 

放課後 

◯出された議題から望ましい

議題を２～３個選定する。 

・議題を選定する際の視点について

助言する。 

◎よりよい学級生活を目指

し、進んで議題を考えた

り決めたりしている。

【態】（観察、提案カード） 

10月 24日（木） 

帰りの会 

●議題を決定する。 ・学級活動委員の提案のもと、全員

で議題を決定する。 

  

10月 25日（金） 

放課後 

◯活動計画を作成する。 

（提案理由、めあて、話し合

うこと、決まっていること

(条件)、役割分担等） 

〇学級活動コーナー等に掲示

する。 

・提案者の思いが全員にも伝わるよ

うに提案理由の練り上げに努める

ようにする。 

・日時や場所等の条件を教師が設定

して伝える。 

・前回までの反省を生かすという視

点について助言する。 

◎学級活動委員の役割や合

唱コンクールに向けた取

組を決めるための話合い

の進行の仕方等を理解し

ている。【知】（活動計画、

観察） 

10月 28日（月） 

帰りの会 

◯話し合うことを全員に知ら

せる。 

●学級活動ノートに自分の考

えを記入する。 

・話し合うことや決まっていること

が共通理解できるよう助言する。 

・提案理由に沿った意見を書くこと

ができるように助言する。 

 

10月 29日（火） 

放課後 

◯回収した学級活動ノートに

目を通し、意見を整理する。 

◯必要に応じて、可視化でき

る資料や短冊を用意する。 

・話合いの見通しをもつことができ

るようにする。 

・必要に応じて、短冊への記入をし

ておく等の助言を行う。 

 

５ 本時の展開 

⑴ 本時のねらい 

よりよい学級生活をつくるため、自分の意見をしっかり伝え、学級の仲間の考えも生かし合

いながら、合唱コンクールに向けた取組を考えることができるようにする。 

⑵ 指導計画 

活動の計画 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

１ はじめの言葉 

２ 学級活動委員の紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由の確認 

５ 決まっていることの確認 

６ 話合いのめあての確認 

７ 話合い 

 

 

 

 

 

・学級全体の問題であることを伝える。 

・決まっていること（条件）を全員できちん

と共通理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時に至るまでの過程が何より重要となる。議題の内容によって必要なことには適宜対応する。 

必要感や切実感を全員が共有できるようにする。 

 

 

事前の掲示によっ 

て、学級全員の話 

合いへの参画意識 

の向上を図る。 

 

 
励ましの言葉等の記 

入で意欲を高める。 

 

 

 

学級でこれまで積み重ねて

きた経験や成果から、今回

に生かせる課題等を見付け

新しい学びに生かす。 

出された意見を事前に分類

整理しておくことが、本時

の話合いを円滑に進めるこ

とにつながる。 

 
P.302 指導計画作成に当たっての留意事項⑹ 

 

提案理由：・・・(中略)学級の目標と具体的な取組を考え、全員で協力して取

り組むことができれば、合唱コンクールが成功するだけでなく、ク

ラスも成長できると思い提案しました。 

(提案理由に入れる内容の例) 

・現状の問題点 

・考えられる解決の方法 

・解決後のイメージ 
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  話し合うこと① 

 「合唱コンクールに向けた学

級の目標を決めよう」 

  話し合うこと② 

 「目標を達成するための取組

を決めよう」 

  話し合うこと③ 

 「役割分担を決めよう」 

 

８ 決まったことの確認 

９ 振り返り 

10 教師の話 

 

 

 

 

 

11 おわりの言葉 

・限られた時間となることを踏まえ、①につ

いては「比べ合う」ことからはじめるとよ

い。その際には、事前に短冊を黒板に貼っ

ておくなどの準備を行った上で、追加の意

見についても冒頭に確認してから進める。 

・「比べ合う」から「まとめる」段階に入る

際において、意見がまとまらない時や自治

的活動の範囲を逸脱しそうな場合には、適

宜助言し、「提案理由」や「決まっている

こと」に立ち返りながら合意形成が図れる

ようにする。 

・終末の助言では、➀合意形成したことへの

価値付けや個人や集団への称賛、②今後の

課題、③学級活動委員へのねぎらい、④今

後の見通しや実践に向けての意欲付け等

について簡潔に述べ、特に前回の話合いと

比べての変容について称賛する。 

 

◎理由を踏まえ、根拠を明確にして自

分の考えを伝えている。【思】（観察、

学級活動ノート） 

◎活動の目標や活動内容について合

意形成を図るため、建設的な意見を

発表している。【思】（観察、学級活

動ノート） 

 

 

 

６ 事後の活動 

日時 生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

【10 月 30 日（水） 

   帰りの会】 

・決まったことを学級活動コー

ナー等に掲示する。 

・全員にとってわかりやすく書

くように助言する。 

◎目標を意識し、友達と協

力しながら実践に取り組

んでいる。【思】（観察、振

り返りシート） 

◎合唱コンクールを振り返

り、全員で決めて実践す

るよさを感じ、次の活動

に生かそうとしている。

【態】（振り返りシート） 

【11 月１日（金） 

～12 月４日（水）】 

・全員で決めた取組を実践する。 ・活動意欲を継続できるよう、

役割ごとの報告を取り入れ

るなど、適宜生徒が課題をも

って取り組めるようにする。 

【12 月 5 日（木）

帰りの会】 

・実践についての振り返りを行

う。 

・話合いや実践のよかった点や

課題等をまとめるよう助言

する。 

 

＜学級活動ノートの例＞               ＜振り返りシートの例＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【その場ですぐに指導助言を行う場面】 

・人を傷付けることが予測される内容 

・実施の時間や校内の決まり、施設上 

に関すること  

・金銭に関すること 

・健康や安全を損なう恐れがあること 

 
振り返りは「事前・本時・事後」の一連の学習過程を

通して行うようにする。 

【思】 

友達の意見を参考に自分の

意見をもち、合意形成を図れ

ていることから、十分に満足

できる活動の状況であると判

断できる。 

 

                       

 

【態】 

目標を意

識しながら

友達と協力

して取り組

めているこ

とから、十

分に満足で

きる状況で

あると判断

できる。 
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10 

30 

<事例２> 第１学年 学級活動「⑵日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」 

     内容 オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

 

              第１学年〇組 学級活動⑵指導案 

                            令和〇〇年 10月 17日(金)第〇校時 

                                                       指 導 者  教  諭 〇〇 〇〇 

                                  栄養教諭 〇〇 〇〇 

 

１ 題 材  「 栄養の偏りのない食事のとり方 」 

(オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成) 

２ 題材について 

⑴ 生徒の実態 (略：生徒の学級生活や題材にかかわる実態について記述する。) 

⑵ 題材設定の理由 (略：本題材を取り上げる必要性など教師の題材観、指導観などについて

記述する。) 

３ 評価規準(略：P307参照。1時間ごとに評価規準を作成するのではなく、学校で定めた評価規準

を記述する。) 

４ 事前の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】(評価方法) 

・週末の昼食についてアンケートに

取り組み、自分の食事のとり方に

ついて振り返る。 

・給食の食事量から栄養バランスの

偏りがないかを確認する。 

・栄養教諭と連携し、成長期に欠か

せない栄養素についてわかりや

すく資料の提示をする。 

◎自分の食事のとり方を振り返り、

アンケートに答えている。 

【思】(アンケート) 

５ 本時のねらい 

  食事の意義を理解し、栄養のバランスの取れた食生活ができるようにする。 

６ 展開 

  
生徒の活動 

指導上の留意点 
資料 

◎目指す生徒の姿 

【観点】(評価方法) T1(学級担任) T2(栄養教諭) 

導
入 

 
 

分(

つ
か
む) 

１ 本時のテーマについ

て確認する。 

 

 

２ アンケート結果、給食

献立表から課題を知る。 

 

 

 

 

 

・アンケート結果をス

クリーンに映し食生

活の現状を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給食献立表 

・アンケート

集計結果 

 

展
開 

 
 

分(

さ
ぐ
る) 

 
 
 
 

 ３ 栄養教諭の話を聞き、

食事から摂れる栄養素

を確認する。 

 

４ 課題をそのままにし

ておくとどのような問

題点が起こるかを考え

る。 

 

 

５ 給食献立表を手掛か

りにして土曜日の昼食

についてよりよい献立

とするための方法を考

える。 

 

 

 

 

 

・栄養素の偏りによ

り、体の不調や不慮

の怪我につながる恐

れがあることに気付

けるようにする。 

 

・事前の活動で食事量

を書き入れた献立表

の中から、自分の栄

養の偏りを確認し献

立に生かすよう助言

する。 

   ・給食の献立を

作るうえで考えてい

る栄養バランスにつ

いて説明する。 

 

 

 

 

 

 

・机間指導を通して、

苦手な食材からとれ

る栄養をどのように

したらとれるか助言

する。 

 

・給食写真 

 

・給食献立表 

 

 

 

 

 

 

・学習カード 

・ホワイト 

 ボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自分の食生活の改

善点を見付け、改

善しようとしてい

る。 

【知】 

 (発言・ﾜｰｸｼｰﾄ) 

栄養の偏りのない食事のとり方 

T1 と T2 の役割を

明確にする。特に

T2 の役割や指導内

容については事前に

打合せを行い、生徒

の実態に即して指導

内容の重点化を図

り、指導の効果が高

められるようにす

る。 

P302 指導計画作成の

留意事項⑵ 

P302 指導計画作成の

留意事項⑶ 
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10 

(

見
つ
け
る) 

６ 考えた方法を基にグ

ループで話し合い、献立

をたて、発表する。 

・他のグループの工夫

点を反復し意識でき

るようにする。 

・各グループのよい 

点と改善点について

助言する。 

  

終
末 

 
 

分(

決
め
る) 

７ 出された解決方法の

中から自分に合った実

践方法を決め発表する。 

 

８ 栄養教諭から助言を

聞く。 

 

・個々に合っためあて

や実践方法を決めて

学習カードに記入で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・授業後の実践につな

がるような具体的な

助言ができるように

する。 

・学習カード 

 

◎自分の課題に合っ 

 た実践方法を決め 

 ている。 

 【思】 

  (観察・発言) 

７ 事後の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】(評価方法) 

・自分が決めた方法で取り組み、学

習カードに記入する。 

・週末の昼食で実践し、工夫したこ

とや難しく感じたことをまとめ 

発表する。 

・取組を確認し合う場を設け、お互

いの実践を認め励まし、継続的に

取り組めるようにする。 

◎自分で決めた実践方法に取り組

もうとしている 

【態】(観察・学習カード) 

＜学習カードの例＞ 

 

生徒の自己評価や相互評価をそのまま

学習評価としない。生徒の行動の様子

やカードの記述から教師が見取り、評

価する。 

【知】 

栄養教諭の話から、栄養の偏りのな

い食事の必要性を理解して、食事の

とり方について具体的な課題を挙げ

られたことから、十分満足できる活

動の状況であると判断できる。 

【思】 

本時で学習したことを基に、自己の

課題を見つめ、具体的な目標を立て

られたことから、十分満足できる活

動の状況であると判断できる。 

【態】 

苦手なものも食べるようにしようと努

力していることが給食時にも見られ

た。このような生徒の様子や振り返り

の記述から、十分満足できる活動の状

況であると判断できる。 

事前アンケートを参考に、似た課題を

もつ生徒で意図的にグループを編成

し、活発な意見交換ができるようにす

る。 

生徒の取組を励ましたり、価値付けた

りする。 
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25 

15 

 

 

 

第３学年○組 学級活動⑶指導案 

令和○○年 4月 20日（水）第○校時 

指 導 者   教諭  ○○ ○○ 

１ 題材 「３年生になって」（ウ 主体的な進路の選択と将来設計） 

２ 題材について 

(1) 生徒の実態（略：生徒の学級生活や題材に関わる実態について記述する。） 

(2) 題材設定の理由（略：本題材を取り上げる必要性など教師の題材観、指導観などについて記

述する。） 

３ 評価規準（略：Ｐ307 参照。１時間ごとに評価規準を作成するのではなく、学校で定めた評価

規準を記述する。） 

４ 事前の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 ◎目指す生徒の姿【観点】（評価方法） 

・アンケートに取り組み、中学３年生に

進級したことに対する期待や不安、頑

張りたいことについて考える。 

・アンケートを通して、「今の自分」につ

いてどのように考えているかを見つめ

られるようにする。 

◎今の自分の姿を振り返り、なりたい自

分について考えている。 

【思】（アンケート） 

５ 本時のねらい 

  義務教育最後の学年であることを自覚し、今の自分を見つめ、なりたい自分の姿に向けてこれ 

から努力していくことを決めて実践できるようにする。 

６ 展開 

 生徒の活動 指導上の留意点 資料 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

導
入 

 

分
（
つ
か
む
） 

１ ３年生の１年間でどんな学習や

行事を行うのか、イメージをもつ。 

２ 自分の興味がわいたものについ

て話し合い、どんな３年生になり

たいか考える。 

・３年生の学習内容や行事を教師が写

真と映像を交えて紹介し、１年間の

具体的な見通しや期待感をもてる

ようにする。 

・前学年度末に記入した「私の志ノー

ト」を基に振り返り、なりたい自分

について考えられるようにする。 

・写真、動画 

 

 

 

・前年度の

「私の志

ノート」 

 

展
開 

 
分
（
さ
ぐ
る
）（
見
つ
け
る
） 

３ ３年生になることに関するアン

ケート調査の結果を知り、思いや

願いを共有する。 

４ ３年生になることへの様々な思

いを基に、どんな取組をしていく

ことができるか話し合う。 

【①期待していること】 

【②不安なこと】 

【③頑張りたいこと】 

・３年生になることに関するアンケー

ト調査の結果から、友達も自分と同

じように期待や不安なことがある

ことに気付けるようにする。 

・①期待はさらに大きなものへ②不安

はどのようにしたら解消できるか

③頑張りたいことを実行できるに

はどうしたらよいか、視点を明確に

して多様な意見が出るようにする。 

・全体で共有をして、生徒同士や教師

と生徒の対話の充実を図る。 

・アンケート

結果のま

とめ 

 

 

 

・ホワイトボ

ード 

 

終
末 

 

分
（
決
め
る
） 

５ 「私の志ノート」の「３年生とし

てどんな自分になりたいか」につ

いて記入し、なりたい自分に向け

て目標を意思決定する。 

６ 立てた目標を発表する。 

・実現可能になっているか、具体的な

ものか、について助言する。 

・集団や学級全体のことを考え、自分

なりの役割も考えるよう助言する。 

・「私の志ノ

ート」 

◎なりたい自分に向け

て、自分の目標を意思

決定している。 

【思】（観察・「私の志ノ

ート」） 

７ 事後の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 ◎目指す生徒の姿【観点】（評価方法） 

・自分の目標を掲示し、立てた目標が達

成できるように取り組む。 

 

・１か月後にチェックカードを用いて振

り返る。 

 

・今までの取組を振り返り、目標を修正

して１か月間取り組む。 

・可視化し、常に目標を意識して取り組

めるようにする。 

・チェックカードの自己評価によって、

成果と課題に気付き、目標の改善を図

るようにする。 

・チェックカードを互いに共有し、友達

の改善に対してアドバイスをしてより

よい目標を設定する。 

◎なりたい自分に向けて、自分の立てた

目標に粘り強く取り組もうとしてい

る。 

【態】（観察、「私の志ノート」） 

 

＜事例３＞ 第３学年 学級活動「⑶一人一人のキャリア形成と自己実現」 

      内容 ウ 主体的な進路の選択と将来設計 

３年生になって 

P302 指導計画作成

の留意事項⑵ 

P302 指導計画作成

の留意事項⑶ 

チェックカードの共有は、個人な内容に配慮をしつつ、お互いに認め合い多様な考えを知るきっかけとする。

共有することで、新たな発見ができ、自分の目標設定や行動に生かすようにしていく。 
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【思】 

「獣医師になりたい。」という将来

の夢に向けて、今の自分に必要なこ

とを具体的に記述し、あらゆる面か

ら自分をよりよく高めようとする

意思や発言をしていた状況や、達成

困難な目標ではなく、自分の状況と

照らし合わせながら目標設定がで

きている点から、十分満足できる活

動の状況であると判断できる。 

【態】 

「繰り返し何度も自主練習をする。」

という目標が実践困難であると判断

し、自分の特性をよく理解してより自

分が達成できるような目標に修正し

ている。修正した目標に諦めず粘り強

く取り組んでいる姿から十分満足で

きる活動の状況であると判断できる。 

｢私の志ノート｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事前の活動   本時（終末）の活動   事後の記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１か月間の取組後に自己評価をして振り返るこ

とで、目標達成に向けて粘り強く取り組むこと

ができると考えられる。また、今後の指導や評

価の要素として扱うことが考えられる。 

教師の言葉から生徒の目標設定やその

実現に向けた努力を認め、自己肯定感

を高められるようにする。その成長を

願う一人の大人として、具体的な項目

に対して肯定的な言葉で記入すること

が考えられる。保護者へは、メッセージ

を記入してもらうことの意義を説明す

ることで、生徒が取り組もうとしてい

ることを家庭と共有し、認めてもらう

ように働きかけることができる。 

１か月間取り組み、できたこととでき

なかったことを振り返り、さらに自分

に適した個人目標になるように、修正

できるようにする。 

・読書をすること。 
・友達と話すこと。 
・音楽を聴くこと。 

・好きなことをしているときは短い
時間に熱中してとことん取り組
み、苦手なことにも諦めずにチャ
レンジできるところ。 

獣医師になりたい。 理科の勉強に進んで取り組む姿勢。 

テストで全教科８０点以上を

とる。 一日に三時間以上勉強する。 

毎日安定した生活リズムを
つくる。 

休みの日も早寝早起きをする。 

地域の一員としての自覚
をもつ。 

学年全員が笑顔で卒業式を
迎える学年にしたい。 

ピアノの習い事の発表会で
よい演奏をする。 

奉仕活動と地域清掃に参加する。 

繰り返し何度も自主練習をする。 

決めた時間に集中して練習する。 

受験のプレッシャーをお互いに励まし
合って、悩みを相談しあう。 

将来の夢に向けて、具体的に取り組むこ
とをよく記入できています。目標を振り
返り、実践できているか自らを適切に評
価できている点はとても立派です。 

幼い頃からの夢をいつまでも大事にして
いるね。決して簡単ではありませんが、一
日一日の努力の積み重ねがきっと力にな
っていくよ。応援しています。 

「私の志ノート」は、小学校、中学校、高等学校の系統的なキャリア

教育を推進するため、生徒が自分自身の学習経験の記録や活動の記録

を継続的に積み重ねていくキャリア・パスポートである。 

か 
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第５ 特別活動の指導・評価と指導要録 

 

１ 特別活動における指導・評価 

 特別活動の評価は、特別活動が人間形成に関わる多様な資質や能力の育成を目標としていること

から、生徒のよさや可能性、進歩の状況などを積極的に取り上げることを基本として進めることと

なる。評価した生徒の活動状況については、通信簿や面談などを通して保護者に積極的に伝えたり、

理解を得たりして、よりよい成長を目指して共に指導に当たるようにするなど「指導に生かす評価」

となるよう配慮することが大切である。 

 指導要録における特別活動の記録欄については、前回の改善同様に特別活動全体に係る評価の観

点を各学校が設定し、内容ごとに評価規準を作成することが示された。これは、各学校で「特別活

動でどんな生徒を育成するのか」について考え、全教職員の共通理解のもと、評価の観点について

検討し、ねらいを明確にした指導が展開されることを意図している。これらのことを踏まえ、以下

の点に留意して特別活動の指導と評価を進めることが大切である。 

 

 

２ 指導と評価のための資料の収集 

 評価カード等の資料は、蓄積していくことが、生徒自身がこれまでの活動を振り返りながら新た

な学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりするために有効であると考えられる。

その際、生徒自身の自己評価や集団の相互評価による評価などについては、集団活動や自らの実践

のよさを知り、自信を深め、課題を見いだし、それらを自らの実践の向上に生かすなど、生徒の活

動意欲を喚起する評価にするよう一層工夫することが求められる。なお、生徒の自己評価や相互評

価は学習活動であり、それをそのまま学習評価とすることは適切ではないが、学習評価の参考資料

として適切に活用することはできる。 

 また、特別活動においては、学級担任以外の教師や複数の教師で指導に当たる場合も多いことか

ら、個々の生徒の活動状況について学級担任と担当する教員との間で情報交換をするとともに、評

価に必要な資料が学級担任の手元に届き、活用されるようにすることが大切である。 

 

３ 評価補助簿の活用と指導要録の評価欄における記入について 

 活動の積み重ねによって、年間を通して生徒を育てようとする特別活動においては、全ての評価

の観点について一連の学習過程の中で評価できるようにしたり、顕著な事項は補助簿等を活用して

記録したりしておき、評価規準に基づきまとめて評価するなど、効果的で効率的な評価となるよう

にする。 

 各学期、年間、指導要録における特別活動の評価欄は、各学校で生徒による自己評価や相互評価、

教師による評価などを蓄積し、総合的に判断し、各学校が自ら設定した観点を基に作成された評価

規準を満たしているものを「十分満足できる活動の状況」と判断し、○印を記入する。「十分満足で

きる活動の状況」については、各学校で「生徒のどのような姿」を指すのかを検討し、共通理解を

図っておく必要がある。 

 なお、特別活動における「十分満足できる活動の状況」の評価に当たっては、特別活動の特質を

踏まえ、生徒のよさや可能性を積極的に評価することが大切である。 

 ２学期制の学校では、評価の期間が長くなるので、前期・後期それぞれ中間での評価を行うなど

して、生徒一人一人のよい点や進歩の状況が積極的に評価されるように工夫する。 

 

○特別活動の目標や例示された評価の観点を参考に、各学校で評価の観点を定め、指導要録 

 にも記載する。 

○各学校において定めた評価の観点に沿って評価規準を設定し、活動の状況を正しく見取る 

 手立てや評価体制を構築する。 

○生徒のよさや進歩の状況などをどのように捉えるかなどについて共通理解を図るとともに 

 教師相互の話合いや情報交換を積極的に行い、確実に資質・能力が育成されるよう指導の 

 改善に生かしていく。 
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評価補助簿の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導要録「特別活動の記録」 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

指導要録「総合所見及び指導上参考となる事項」への記入例 

 

 

特別活動の特質と学校の創意工夫を生か

すということから、設置者ではなく、各

学校が評価の観点を定める。特別活動の

目標や学校として重点化した内容を踏ま

え、具体的に観点を示す。 

「事実」の記入については、各活動、学校行事における所属

する係名や委員会名、部活動名、分担した役割等を記入する

が、事実だけでなくそれらの活動状況などについて集約して

記入するとともに、以後の指導に特に必要とされる事項につ

いても記入する。 

○印が付かない場合であっても、生徒のよい点や進歩の状況

などについて積極的に取り上げ、その具体的な事項について

記入する。 

「十分満足できる活動の状況」にあると判断される場合に、○印を記入する。 

○印をつけた具体的な活動の状況等について、総合所見の欄に「特別活動における事実及び所

見」として端的に記述することで評価の根拠を記録に残すことができる。 

内容項目の重点化がある場合、この１つだけが

○の場合でも指導要録を○とする場合が考えら

れる。例：学級活動⑴を重視している場合 
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４ 特別活動の評価とキャリア・パスポートの活用 

４-１ キャリア教育の充実と特別活動 

４-１-１ キャリア・パスポートの必要性と背景 

 特別活動において育成すべき資質・能力を確実に育む観点から、キャリア教育の中核的な指導場

面として特別活動が大きな役割を果たすことが期待されている。キャリア教育は、学校の教育活動

全体を通して自らのキャリア形成のために必要な様々な汎用的能力を育てていくものである。 

  そこで、小学校から高等学校までの特別活動をはじめとしたキャリア教育に関わる活動において、

学びのプロセスを記述し振り返ることができるポートフォリオ的な教材である「キャリア・パスポ

ート」を作成し、活用することで効果的に生徒の資質・能力を育んでいくものと考えられる。 

 特別活動を中心として各教科等と往還しながら活用することで、学びを蓄積し、それを将来につ

なぎ、必要に応じて振り返ることにより、主体的に学びに向かう力を育成し、自己のキャリア形成

に生かすとともに、特別活動や各教科等における指導の改善に生かしていくことが大切である。 

４-１-２ キャリア・パスポートの目的 

 小学校から高等学校を通じて、児童生徒にとっては、自らの学習状況やキャリア形成を見通した

り、振り返ったりして、自己評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につ

なぐものである。 

 教師にとっては、その記述をもとに対話的に関わることによって、児童生徒の成長を促し、系統

的な指導に資するものである。 

４-２ 特別活動におけるキャリア・パスポートの活用 

 学級活動⑶の授業の際に意思決定したことを書き込むカードなどについて、実践を振り返り、努

力の状況や成果と課題などを一体にして記録ができるようにし、「キャリア・パスポート」として蓄

積できるようにすることも考えられる。また、「キャリア・パスポート」の生徒の記述から、取組の

過程や状況を見取り、生徒理解を深めたり、学習評価の参考にしたりすることも考えられる。なお、

「キャリア・パスポート」は生徒の学習活動（自己評価や相互評価）であり、それをそのまま学習

評価とすることは適切ではないが、学習評価の参考資料として適切に活用することにより、生徒の

学習意欲の向上につなげることもできる。 

 

 【キャリア・パスポートの活用例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前の活動】 
 
事前に記入することで、学習意欲を高めたり、よ
りよい話合いや意思決定につながったりするこ
とも考えられる。 

【本時の活動】 
 
例えば、学級活動⑶の授業において、これまでに
記入し蓄積してきたキャリア・パスポートを基
に、自らの学習状況やキャリア形成を見通した
り、振り返ったりすることも考えられる。また、
意思決定した内容をキャリア・パスポートに記入
することも考えられる。 
 
※学級活動⑶の特質から、キャリア・パスポート 
 に記入したりまとめたりするだけの時間とな 
 らないようにする。 

【事後の活動、事後の記入（担任等、保護者等】 
 
事後の指導として、生徒が実践を振り返る機会
を設定し、継続した実践になるようにしたり、
必要に応じて新たに目標を立てて取り組んだ
りすることができるように助言する。そうする
ことで、生徒一人一人が実践意欲を継続させる
とともに、今後の生活の仕方を意識することが
できる。 

「担任の先生から」を教員が記入する。また、「保護者などか
ら」は、保護者等に記入してもらうよう協力を依頼する。 
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年間の学級活動におけるキャリア・パスポートの活用例（第１学年） 

 

目標の資質・能力を育成するため、全ての学年において、各活動を通して、それぞれの活動の意

義及び活動を行う上で必要となることについて理解し、主体的に考えて実践できるようにする。 

学
級
活
動 

の
内
容 

 

⑴ 学級や学校

における生

活づくりへ

の参画 

 ⑵ 日常の生活や学習への適応

と自己の成長及び健康安全 

⑶ 一人一人のキャリア形成と

自己実現 

 

 

主な生徒会 

学校行事の

予定 

 

〇予想される議題例 

☆キャリア・パスポート活用時 
  の留意点 

題材 

（内容） 

〇指導上のねらい 
・指導上の留意点 
☆キャリア・パスポート活用時 

  の留意点 

題材 

（内容） 

〇指導上のねらい 
・指導上の留意点 
☆キャリア・パスポート活用時 

  の留意点 

【１学期の議題例】 

〇進級お祝いの会をしよう 

〇係活動を充実させよう 

〇当番活動の工夫を考えよう 

〇遠足のバスレクを考えよう 

〇学級がもっと仲良くなるた

めの活動計画を立てよう 

〇体育祭の活動計画を立てよ

う 

〇１学期まとめの会の計画を

立てよう 

 

☆学校行事等で活用し、振り返り

を行うことで自分自身の成長を

実感させる工夫をする。 

☆生徒一人一人が自分のよさに

気付けるよう、生徒の成長の

過程を積極的に認め、具体的

に称賛する。 

 

 望ましい

人間関係

の在り方 

（ア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい給

食と配膳

の方法 

（オ） 

〇中学生としての自覚を深

めるとともに、よりよい人

間関係づくりができるよ

うにする。 

・１年生の生活の様子を紹

介し、具体的な目標が立て

られるようにする。 

☆生徒の変容が見られた際に

は、当該生徒に伝えたり、

学級や学年、学校全体に紹

介したりすることも考えられ

る。 

 

〇給食の意義を理解し、楽し

い給食の在り方や能率的、

衛生的な配膳方法を考え

られるようにする。 

・実際の給食場面を想起で

きるよう、写真や動画を用

意する。 

自ら学ぶ

意義や方

法 

（ア） 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

家庭学習

の内容と

方法 

（ア） 

 

 

〇学ぶことの大切さを将来

の生き方とも関連させ、

主体的に学ぶ意欲を高め

られるようにする。 

・１年生の学習内容を示し

たり、先輩からのアドバ

イス等を示したりする。 

☆小学校で記入したキャリア・

パスポートで、これまでの成

長について確認することも

考えられる。 

☆個人目標をキャリア・パスポ

ートに記入することも考えら

れる。 

 

〇テストの意義と関連さ

せ、学習計画の立て方や

効果的な家庭学習の方法

を考えられるようにす

る。 

・具体的な学習方法が考え

られるように経験を基に

した話合いを取り入れ

る。 

・入学式 

・始業式 

・対面式 

・新入生 

 歓迎会 

・生徒総会 

・健康診断 

・避難訓練 

・校外学習 

・離任式 

・中間 

 テスト 

・壮行会 

・学校総合 

 体育大会 

・期末 

 テスト 

・終業式 

自他の理

解と尊重 

（ア） 

 

 

 

〇自分の個性を見つめ、大切

にし、理解するとともに他

者の個性を理解し尊重で

きるようにする。 

・自他のよさを理解できる

よう実際の場面を想起し

た話合いを取り入れる。 

☆自分のよさについてこれま

でに書いたキャリア・パスポ

ートで振り返るともに、今の

自分のよさについて記入で

きるようにする。 

働く目的

と意義 

（イ） 

〇働く意義や尊さを考える

ことができるようにす

る。 

・働くことへの具体的なイ

メージがもてるよう身近

な人々の職業について調

査・発表を取り入れる。 

☆小学校で書いた自分のなり

たい職業についてキャリア・

パスポートで振り返る。 

 

留意事項 
 
 ○学校行事における体験活動を通して自分自身について考えたことを、学級活動(3)の学習と 

  関連付けるなど指導を工夫する。 

 〇日常生活の記録や学習の振り返り、学級活動や学校行事等で記載した資料を参考に、学校で 

  指定したキャリア・パスポートにまとめていく。 

 〇Ａ４（５枚以内）を次の学年につなげていくため、学級ごとに適切に保管する。 

生徒のよさや進歩

の状況の捉え方に

ついて、教師間で

共通理解を図れる

ようにしておく。 

 

⑵⑶は合わせて１５時間 

指導目標 

月 
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